「令和４年度　第３２回　山形市立病院済生館　医療福祉研修会　
第５回　山形市医師会在宅医療・介護連携室ポピー　合同研修会」
令和４年11月１８日（金）18時～19時

市立病院済生館　４階中会議室　Web配信（Zoom）
≪テーマ≫　
「病院から在宅へ、医療依存度が高くても安心して暮らすための支援」

ー医療処置情報シートを活用し、在宅への退院支援を行った症例ー
総合司会　　　地域医療連携室　看護師長（兼）副室長　髙橋孝子
開会のあいさつ

開催にあたりあいさつ

　　　　　　副館長（兼）地域医療連携室室長　　近藤　礼

　　　　　　看　護　部　長　　　　　　　　　　田村　則子
Ⅰ　報告
　　　　　①「　当院の在宅支援に医療処置情報シートを活用する場合について　」
　　　　　　　　　令和3年度医療福祉研修会で提案した医療処置情報シート
　　　　　　　　市立病院済生館　地域医療連携室　　社会福祉士　稲葉道子
　　　　　②　事例報告　医療処置情報シートを活用し情報の連携を行った患者
　　　　　　　　市立病院済生館　地域医療連携室　　看護師　小林いづみ
　Ⅱ　ディスカッション　　
司会　山形市医師会在宅医療・介護連携室ポピー　副室長（兼）看護師　鹿野詩子
　　　テーマ「医療処置を継続しながら在宅で安心して過ごすための情報共有について」
　　　　　　　　　　　　　　　　　
閉会のあいさつ　　山形市　長寿支援課　地域包括支援係　　主任　髙橋栄
